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要旨：心筋血流Gated SPECTにおいて、現在臨床で使用している心機能解析ソフトQGSと、新しい日本製フリーソフトウエアであるHeart Function Viewの解析精度の比較をおこなった。またGated SPECT 解析時に、Small Heartの症例に対して、EFの過大評価が以前から問題となっているが、心機能解析ソフトウエアにより改善する可能性があるため、Heart Function ViewでのEF過大評価の改善について検証をおこなった。
タリウムと99mTc-MIBIの心筋血流Gated SPECTの心機能解析において、QGSとHeart Function Viewで同様の解析をした結果、ED・ES・EFは高い相関が認められ、心エコーとの比較においてもQGS、Heart Function View共に相関が認められた。結果、Heart Function Viewは心機能解析ソフトウエアのゴールドスタンダードであるQGSと同等の高い精度の解析が可能である。
Small Heartの症例において、Heart Function Viewの解析では、QGSと比較して、タリウムGated SPECTのEF過大評価の改善が認められた。










負荷・安静心筋血流シンチにおいて、心電図同期でSPECT撮像することにより、心機能の評価をおこなうことができる。この検査では、心機能の指標として駆出率（ejection fraction： EF）、拡張期容積（end-diastole：ED）、収縮期容積（end-systole：ES）などの情報が得られるほかに、左室心筋の壁運動を動画で観察する事が出来るため、虚血心筋や心筋Viabilityの評価などが可能である。当院においては、2012年9月のガンマカメラ更新に伴い心筋血流シンチを全て心電図同期SPECT撮像（以下Gated SPECT）に変更した。Gated SPECTの心機能解析は解析ソフトウエアによっておこなうが、ソフトウエア間で心筋壁抽出のアルゴリズムが異なり、その差が左室容量の違いとなるといわれている。１)
当院で使用している心機能解析ソフトウエアは、Gated SPECTを行っている施設の約8割が採用しているCedars-Sinai Medical Centerで開発されたQuantitative Gated SPECT（以下QGS）である。QGSは自動処理で心筋の抽出・解析が可能であるため、簡便で再現性が高く、臨床的にも左室造影や心エコーなどとも高い相関があるソフトウエアである。２)
今回、日本製の心機能解析ソフトウエアであるHeart Function View（以下HFV）を使用する機会を得たため、評価をおこなった。HFVは心筋SPECT解析ソフトウエア研究会によって開発され、2012年に発表された無償提供のソフトウエアであり、提供は日本メジフィジックス社がおこなっている。この新しい国産のソフトウエアであるHFVの心機能解析の精度評価を行った。








































収集時間	50sec/step（step and shoot）30 view（ View Angle 6°）	40sec/step（step and shoot）30 view（View Angle 6°）
コリメータ	LEHR
R-R分割	8分割





























































































































































































Fig.6：201Tl  Small Heart症例におけるQGSとHFVのEF


Fig.7：99mTc-MIBI Small Heart症例におけるQGSとHFVのEF
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